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特集製品化事例

技術研究会によるモノづくり
　墨田支所の技術研究会支援事業として、平成
13 年より 7 年間にわたり「ユニバーサルファ
ッション製品の企画開発研究会」を開催してい
ます。ユニバーサルファッションは年齢や体型、
障害に関わりなく、誰もがファッションを楽し
めるモノづくり、社会環境創りが基本理念とな
っています。活動では常に「ユーザーニーズに
対し明確に応えること」を目標に企画開発を行
っています。会員はアパレル関連企業の従事者、
異業種デザイナー、大学講師、個人デザイナー、
都民など多岐にわたる構成で、活発な意見交換
によるモノづくりが行われています。

開発内容
　高齢者や障害のある方の衣服設計は、デザイ
ン性とともに、機能性を配慮することが求めら
れます。そこで片麻痺、リウマチそれぞれのユ
ーザーにインタビュー調査を行い、製品開発の
方向性を絞りました。
　その結果、サイズ対応に柔軟性があること、
オンタイム、オフタイム両用できること、イー

ジーケア性が高いことなどから、「ポ
ロシャツ」を選定アイテムとし、「デ
ザイン性」「着脱の容易性」の 2 点を
重視して製品開発を行いました。
　特徴としては、開口部を広くとり
立体裁断で身頃から連動する袖付け
形状やアームホール、袖、袖下マチ
の設計を試みたこと、前たてを長く
とりボタンに変わりマグネットを適
用したことです。ポロシャツ本来の
形状を損なわず、機能を付加したデ
ザインがユーザーの要望と合致し、
試着試験でも着用しやすいという結
果が得られました。　

製品紹介
　この提案は企業評価も高く、今年 3

月より株式会社デサントヘルスマネジメント研
究所にて商品化（図）され、都内百貨店にて売
上を大きく伸ばしています。
　商品は脇の縫い止まりを無くした、ラグラン
スリーブと、腕を動かしやすい脇マチ切替え、
新開発のマグネットボタンの適用など、技術研
究会による開発ポイントが生かされたものとな
っています。ユーザーである片麻痺の方は片手
着脱が可能となり、リウマチの方も時間を要せ
ず容易に着脱できるようになりました。

今後の展開
　ポロシャツの好評価とともに、バリエーショ
ンアイテムが望まれ、あらたな製品開発に取り
組んでいます。
　今後はさらに「ユーザーの要望が反映された
心地よく着やすい衣服づくり」をテーマに製品
展開を進めていきたいと考えています。
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図　からだに優しいポロシャツの商品化例


